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主な内容

P２　子ども議会
P４　みんなの広場
P６　はぐくみ
P８　図書館だより
P９　合併情報
P10 お知らせ
P11 健康だいすき
P12 年末年始のお休み

秋の収穫祭にぎわう！
11月22日、瑞浪中央公園で第38回瑞浪市農業祭
が行われ、市民ら約7,000人の人出でにぎわいまし
た。
会場では白菜や大根などの地元農産物の即売の

ほか、酪農家の指導による牛の乳搾り体験などが
行われ、参加者たちを楽しませていました。
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11
月
８
日
、
第
１
回
瑞
浪
市
子
ど
も
議
会
が
市
役
所

市
議
会
議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
回
に
引
き
続
き
後
編
と
し
て
11
人
の
子
ど
も
議
員

の
質
問
・
答
弁
を
紹
介
し
ま
す
。

11
、
保
母
隆
吏
君

（
土
岐
小
学
校
）

「
身
近
に
ス
ポ
ー
ツ
の

で
き
る
場
所
を
作
っ
て
ほ
し

い
」市

内
に
は
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が

少
な
く
、
そ
れ
を
使
お
う
と
思

っ
て
も
な
か
な
か
空
い
て
い
な
い
。
各
地
域
に
ス
ポ
ー

ツ
の
で
き
る
場
所
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

（
教
育
長
）

市
が
何
箇
所
も
ス
ポ
ー
ツ
の
で
き
る
場
所
を
確
保
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
地
域
の
大
人
の
人
達
に
相
談
し
て

場
所
を
確
保
し
て
も
ら
い
、
み
ん
な
で
整
備
を
し
て
使

う
方
法
も
あ
る
。
ま
た
、
学
校
の
施
設
を
も
っ
と
利
用

し
た
ら
ど
う
か
。
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
の
活
動
に
参

加
す
れ
ば
市
内
の
施
設
を
使
う
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。

12
、
真
野
愛
弓
さ
ん

（
稲
津
小
学
校
）

「
暗
い
道
の
街
灯
に
つ

い
て
」

稲
津
町
川
折
地
区
内
の
道
路

に
街
灯
が
少
な
く
、
暗
く
て
危

険
な
た
め
街
灯
の
設
置
は
で
き

な
い
も
の
か
。

（
総
務
部
長
）

街
灯
か
ら
街
灯
ま
で
の
距
離
が
長
い
た
め
暗
い
と
こ

ろ
も
あ
る
が
、
木
の
枝
が
生
い
茂
っ
て
い
て
道
が
暗
く

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
た
め
、
地
区
の
皆
さ
ん
に

整
備
の
協
力
の
お
願
い
を
し
た
。
ま
た
街
灯
（
防
犯
灯
）

の
増
設
に
つ
い
て
は
地
元
区
長
さ
ん
と
相
談
し
て
設
置

し
た
い
。

13
、
三
浦
香
織
さ
ん

（
稲
津
小
学
校
）

「
瑞
浪
駅
に
つ
い
て
」

瑞
浪
駅
を
利
用
す
る
体
の
不

自
由
な
人
の
た
め
に
駅
の
階
段

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
や
、

ス
ロ
ー
プ
新
設
す
る
な
ど
の
整

備
を
し
た
ら
ど
う
か
。

（
経
済
環
境
部
長
）

現
在
、
瑞
浪
駅
改
修
の
た
め
Ｊ
Ｒ
東
海
と
協
議
を
し

て
い
る
。
来
年
３
月
ま
で
に
施
設
等
の
調
査
を
行
い
、

「
瑞
浪
市
駅
周
辺
交
通
改
善
計
画
を
含
め
た
交
通
バ
リ

ア
フ
リ
ー
基
本
計
画
」
を
国
・
県
に
提
出
し
、
Ｊ
Ｒ
東

海
と
共
同
で
補
助
金
の
申
請
と
改
修
の
要
望
を
提
出
す

る
。
そ
こ
で
許
可
さ
れ
れ
ば
早
く
て
も
平
成
17
年
３
月

に
は
駅
舎
へ
の
ス
ロ
ー
プ
の
新
設
、
構
内
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
、
体
の
不
自
由
な
人
も
利
用

で
き
る
ト
イ
レ
も
新
設
さ
れ
る
予
定
。
早
期
実
現
に
向

け
て
努
力
し
た
い
。

14
、
水
野
千
晴
さ
ん

（
陶
小
学
校
）

「
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
公

園
を
」

地
域
に
今
あ
る
公
園
の
フ
ェ

ン
ス
や
遊
具
を
修
理
、
新
設
す

る
な
ど
、
安
全
で
魅
力
の
あ
る

公
園
に
整
備
し
て
ほ
し
い
。

（
市
民
福
祉
部
次
長
）

市
内
に
は
51
箇
所
、
陶
地
内
に
は
11
箇
所
の
児
童
遊

園
地
が
あ
り
、
そ
の
他
に
地
域
で
維
持
・
管
理
す
る
公

園
も
あ
る
。

市
に
登
録
さ
れ
て
い
る
児
童
遊
園
地
は
、
遊
具
の
安

全
検
査
と
修
繕
を
年
１
回
、保
守
点
検
を
年
２
回
行
い
、

事
故
の
無
い
よ
う
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の

児
童
遊
園
地
は
地
域
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
て
ペ
ン
キ

塗
り
や
草
刈
り
、
清
掃
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
指
摘
の
あ
っ
た
陶
町
の
パ
ン
ダ
公
園
に
は
遊
具
を

新
設
す
る
予
定
。
皆
さ
ん
も
施
設
を
大
切
に
す
る
心
を

持
ち
続
け
て
ほ
し
い
。

15
、
水
野
月
菜
さ
ん

（
瑞
浪
小
学
校
）

「
瑞
浪
中
学
校
の
プ
ー

ル
の
修
繕
要
望
と
市
民
プ
ー
ル

の
再
建
要
望
」

瑞
浪
中
学
校
の
プ
ー
ル
を
修

理
し
再
開
し
て
ほ
し
い
。
ま
た

市
民
プ
ー
ル
の
再
開
も
お
願
い

し
た
い
。（

教
育
事
務
次
長
）

瑞
浪
中
学
校
の
プ
ー
ル
は
授
業
で
の
使
用
回
数
が
少

な
く
な
っ
た
こ
と
、
体
育
に
水
泳
を
好
ま
な
い
傾
向
に

あ
る
こ
と
、
週
５
日
制
の
完
全
実
施
に
伴
い
利
用
者
が

少
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
水
泳
の
授
業
の
計
画
が

な
い
限
り
、
修
理
し
て
の
再
開
は
考
え
て
い
な
い
。
市

民
プ
ー
ル
に
つ
い
て
も
利
用
者
の
減
少
や
老
朽
化
し
た

機
械
の
修
理
の
増
加
に
伴
い
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
く

な
り
、
検
討
し
た
結
果
、
民
間
プ
ー
ル
を
活
用
し
、
利

用
者
に
は
入
場
料
の
一
部
を
補
助
し
て
い
く
方
法
に
な

っ
た
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

要
旨

要
旨

質
問
要
旨
と
答
弁
（
内
容
は
要
約
し
て
あ
り
ま
す
）

答
弁 瑞

浪
市
子
ど
も
議
会
〈
後
編
〉

瑞
浪
市
子
ど
も
議
会
〈
後
編
〉

瑞
浪
市
子
ど
も
議
会
〈
後
編
〉

瑞
浪
市
子
ど
も
議
会
〈
後
編
〉

瑞
浪
市
子
ど
も
議
会
〈
後
編
〉

瑞
浪
市
子
ど
も
議
会
〈
後
編
〉

瑞
浪
市
子
ど
も
議
会
〈
後
編
〉

瑞
浪
市
子
ど
も
議
会
〈
後
編
〉

瑞
浪
市
子
ど
も
議
会
〈
後
編
〉

瑞
浪
市
子
ど
も
議
会
〈
後
編
〉

瑞
浪
市
子
ど
も
議
会
〈
後
編
〉

瑞
浪
市
子
ど
も
議
会
〈
後
編
〉

瑞
浪
市
子
ど
も
議
会
〈
後
編
〉

瑞
浪
市
子
ど
も
議
会
〈
後
編
〉

瑞
浪
市
子
ど
も
議
会
〈
後
編
〉

瑞
浪
市
子
ど
も
議
会
〈
後
編
〉

瑞
浪
市
子
ど
も
議
会
〈
後
編
〉

要
旨

要
旨

答
弁

答
弁

要
旨

答
弁

答
弁



瑞浪市役所　1 68-2111

16
、
水
野
礼
菜
さ
ん

（
土
岐
小
学
校
）

「
瑞
浪
市
の
伝
統
を
伝

え
合
う
場
を
作
っ
て
ほ
し
い
」

地
元
の
伝
統
工
芸
「
市
原
土

人
形
」
の
よ
う
に
、
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
文
化
や
伝
統
を
継
承
し

て
い
く
よ
う
な
方
策
を
考
え
て

ほ
し
い
。（

教
育
長
）

市
内
に
は
地
域
に
伝
わ
る
伝
統
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
地
域
ご
と
に
そ
れ
を
守
っ
て
い
く
た
め
の
保

存
会
が
あ
り
活
動
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
学
校
で

は
「
ふ
る
さ
と
学
習
」
の
一
環
と
し
て
勉
強
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
、
み
ん
な
が
小
さ
い
頃
か
ら
関
心
を
持

ち
、
守
り
、
大
切
に
し
て
い
く
こ
と
が
い
ち
ば
ん
の
方

策
で
あ
る
と
思
う
。

17
、
最
上
　
彰
君

（
明
世
小
学
校
）

「
市
民
プ
ー
ル
の
再
度

開
業
に
つ
い
て
」

思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
、

小
さ
い
頃
か
ら
親
し
ん
だ
市
民

プ
ー
ル
を
ぜ
ひ
再
開
し
て
ほ
し

い
。

（
教
育
事
務
次
長
）

市
民
プ
ー
ル
一
帯
の
市
民
公
園
の
整
備
を
考
え
る

「
瑞
浪
市
民
公
園
再
整
備
検
討
委
員
会
」
を
つ
く
り
、

皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
徴
収
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
必
要
性
を

検
討
し
た
が
、
利
用
者
数
、
修
繕
・
維
持
管
理
費
な
ど

の
問
題
を
考
慮
し
た
結
果
、
民
間
プ
ー
ル
入
場
料
の
一

部
補
助
制
度
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
残
念
な
が
ら
市
民

プ
ー
ル
は
廃
止
し
て
、
取
り
壊
し
の
方
向
で
進
む
こ
と

と
な
っ
た
。
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

18
、
山
口
真
未
さ
ん

（
稲
津
小
学
校
）

「
稲
津
町
の
公
園
に
つ

い
て
」

稲
津
町
に
は
公
園
が
少
な

く
、
遊
び
場
が
無
い
。
公
園
が

あ
っ
て
も
遊
具
が
古
く
て
危

険
。
ベ
ン
チ
な
ど
が
設
置
さ
れ

た
公
園
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

（
建
設
水
道
部
長
）

公
園
を
作
る
た
め
に
は
、
土
地
や
施
設
な
ど
か
な
り

の
費
用
を
要
す
る
た
め
各
地
区
に
公
園
を
設
置
す
る
こ

と
は
難
し
い
。
稲
津
町
は
自
然
が
多
く
、
環
境
の
良
い

地
区
で
あ
り
、自
然
に
触
れ
合
っ
て
遊
ぶ
こ
と
も
必
要
。

ま
た
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
広
場
や
遊
園
地
な
ど
を
地
域

の
皆
さ
ん
が
整
備
す
る
た
め
の
補
助
制
度
が
あ
る
の

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
を
し
て
く
だ
さ

い
。

19
、
山
本
和
正
君

（
釜
戸
小
学
校
）

「
瑞
浪
市
や
釜
戸
町
を

魅
力
あ
る
と
こ
ろ
に
」

釜
戸
町
だ
け
で
な
く
、
各
地

域
で
年
々
人
口
が
減
少
し
て
き

て
い
る
。
働
く
場
所
を
増
や
す

な
ど
、
若
い
人
た
ち
に
魅
力
の
あ
る
町
を
望
ん
で
い
る

が
、
市
の
対
応
は
ど
う
か
。

（
企
画
部
長
）

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
快
適
な
生
活
を
営
ん
で

い
た
だ
く
た
め
の
上
下
水
道
の
整
備
、
働
く
場
所
の
確

保
と
し
て
工
業
団
地
の
造
成
、
地
場
産
業
の
活
性
化
の

た
め
の
「
み
ず
な
み
焼
」
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
教
科
書
「
第

５
次
総
合
計
画
」
も
策
定
中
で
あ
る
。

20
、
横
尾
千
紘
さ
ん

（
瑞
浪
小
学
校
）

「
安
心
で
き
る
瑞
浪
市
」

「
ふ
れ
あ
い
」
の
た
め
の
市

全
域
で
の
あ
い
さ
つ
運
動
の
推

進
と
、
不
審
者
対
策
の
た
め
の

パ
ト
ロ
ー
ル
や
声
掛
け
運
動
を

積
極
的
に
行
っ
た
ら
ど
う
か
。

（
教
育
長
・
総
務
部
長
）

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
に
は
、
心
と
心
が
通
じ
合

う
地
域
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
。
不
審
者
対
策
に
し
て

も
地
域
の
皆
さ
ん
の
日
頃
の
ふ
れ
あ
い
や
連
携
が
事
件

防
止
に
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
る
。挨
拶
運
動
も
含
め
、

地
域
一
体
と
な
っ
た
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
な
ど
継
続
的

な
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

21
、
渡
邉
啓
介
君

（
明
世
小
学
校
）

「
月
吉
ト
ン
ネ
ル
近
く

の
道
の
凍
結
防
止
対
策
の
お
願

い
」市

道
戸
狩
月
吉
線
の
ト
ン
ネ

ル
出
入
り
口
の
凍
結
防
止
の
た

め
に
、
そ
の
時
期
に
融
雪
剤
な

ど
を
散
布
し
て
ほ
し
い
。

（
建
設
水
道
部
長
）

毎
年
、
雪
が
降
る
と
市
内
全
域
で
融
雪
剤
の
散
布
や

グ
レ
ー
ダ
ー
で
の
除
雪
な
ど
の
対
策
を
施
し
て
い
る

が
、
ト
ン
ネ
ル
出
入
口
は
職
員
に
よ
る
作
業
の
た
め
毎

回
の
処
置
が
出
来
な
い
場
合
が
あ
る
。
融
雪
剤
を
設
置

す
る
の
で
、
除
雪
に
い
け
な
い
場
合
な
ど
は
地
域
の
皆

さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
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11
月
22
日
か
ら
24
日
の
３
日
間
、
東
京
で
開
か
れ
た

「
江
戸
天
下
祭
」
に
日
吉
町
と
大
湫
町
の
住
民
約
40
人

が
参
加
し
て
、
皇
女
和
宮
の
姫
行
列
と
寸
劇
を
披
露
し

ま
し
た
。

同
祭
り
は
、
江
戸
開
府
400
年
を
記
念
し
て
東
京
都
千

代
田
区
の
主
催
で
行
わ
れ
、
同
行
列
は
、
昨
年
県
内
で

行
わ
れ
た
中
山
道
四
百
年
祭
で
披
露
し
た
姫
行
列
が
好

評
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
区
や
県
か
ら
の
出
演
依
頼
を

受
け
参
加
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
皇
女
和
宮
の
姫
行
列
の
ほ
か
、
各
地
に
残

る
道
中
行
列
が
日
比
谷
公
園
を
練
り
歩
き
、
日
比
谷
公

会
堂
で
は
、
皇
女
和
宮
が
徳
川
十
四
代
将
軍
家
茂
に
降

嫁
す
る
た
め
、
細
久
手
宿
を
出
発
し
て
琵
琶
峠
へ
向
か

う
寸
劇
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

皇
女
和
宮
行
列
を
東
京
で
披
露

11
月
21
日
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
第
50
回
瑞
浪

市
小
中
音
楽
会
」
が
開
か
れ
、
市
内
の
小
中
学
校
15
校

か
ら
約
１
０
０
０
人
の
児
童
生
徒
が
参
加
し
、
美
し
い

歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

今
年
は
第
50
回
の
節
目
の
年
で
、
合
唱
を
は
じ
め
木

琴
や
リ
コ
ー
ダ
ー
、
三
味
線
を
用
い
て
の
合
奏
な
ど
も

披
露
さ
れ
、
参
加
し
た
児
童
生
徒
ら
は
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
美
し
い

歌
声
と
演
奏
を
響
か
せ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
音
楽
担
当
教
諭
に
よ
る
伴
奏
で
、
小
学
生
の

部
で
は
「
ビ
リ
ー
ブ
」、
中
学
生
の
部
で
は
「
大
地
讃
頌
」

の
全
員
合
唱
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

児
童
生
徒
が
歌
声
を
響
か
せ
る

10
月
30
日
と
11
月
１
日
に
岐
阜
市
と
大
垣
市
で
開
催

さ
れ
た
、
第
20
回
県
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
小
学
生
秋
季
大
会

４
年
生
以
下
男
子
の
部
で
優
勝
し
た
鈴
木
健
介
君
（
瑞

浪
小
３
年
）と
安
藤
圭
祐
君（
同
）ペ
ア
が
、
11
月
26
日

市
役
所
を
訪
れ
、

嶋
市
長
に
喜
び
の
報
告
を
し
ま
し

た
。同

大
会
の
４
年
生
以
下
の

部
に
は
48
組
が
参
加
し
、
鈴

木
君
と
安
藤
君
の
ペ
ア
は
粘

り
強
い
テ
ニ
ス
で
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
を
勝
ち
抜
き
、
見
事
に

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

鈴
木
君
、
安
藤
君
ペ
ア
は

３
月
に
千
葉
県
で
開
催
さ
れ

る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

11
月
23
日
、
日
吉
町
の
松
野
湖
畔
で
「
松
野
湖
ク
リ

ー
ン
作
戦
」
が
行
わ
れ
、
市
民
ら
約
500
人
が
参
加
し
清

掃
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、「
松
野
湖
と
可
児
川
を
美
し
く

す
る
会
」
が
中
心
と
な
り
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
清
掃
で
は
、
空
き

缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
可
燃

ご
み
な
ど
約
２
ト
ン
が
集
め

ら
れ
、
中
に
は
古
タ
イ
ヤ
な

ど
の
不
法
投
棄
も
あ
り
ま
し

た
。清

掃
後
に
は
、
五
平
餅
や

と
ん
汁
が
参
加
者
に
振
舞
わ

れ
ま
し
た
。

市
長
に
県
優
勝
を
報
告
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

平成15年12月15日

500
人
が
松
野
湖
清
掃
に
参
加



11
月
28
日
か
ら
30
日
の
３
日
間
、
土
岐
町
市
原
区
で

趣
味
の
展
示
会
や
防
災
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
親
睦
行

事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
展
示
会
は
、
区
民
の
文
化
、
教
養
を
高
め
て
も
ら

う
目
的
で
行
わ
れ
て
お
り
、今
年
は
手
工
芸
品
や
陶
芸
、

写
真
な
ど
52
人
の
作
品
160
点
が
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
30
日
に
は
「
市
原
探
訪
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
も

開
催
さ
れ
、
区
民
約
300
人
が
参
加
し
、
地
区
の
名
所
や

史
跡
を
巡
り
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

こ
の
探
訪
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
自
主
防
災
意
識
の
高

揚
と
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
、
途
中
設
け
ら

れ
た
８
カ
所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
は
、
災
害
時
の

指
定
避
難
場
所
や
避
難
の
手
順
な
ど
の
ク
イ
ズ
、
地
震

体
験
車
で
の
地
震
体
験
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
白
山
神
社
で
は
、
婦
人
会
が
災
害
時
の
炊
き

出
し
の
訓
練
を
行
う
な
ど
、
参
加
し
た
区
民
は
防
災
意

識
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

市
原
区
で
展
示
会
や
防
災
ウ
ォ
ー
ク

12
月
31
日
現
在
で
、
全
国
一
斉
に
工
業
統
計
調
査
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
全
て
の
事
業

所
が
対
象
と
な
り
、
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
各
種

行
政
施
策
の
基
礎
資
料
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

も
の
で
す
。
12
月
下
旬
か
ら
、
調
査
員
が
伺
い
、
調
査
票

を
配
布
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
合
せ

男
女
共
同
参
画
推
進
室
　
1
内
線
３
４
５

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

距
　
　
離

18.1
㎞
　
５
区
間
　
10
時
15
分
ス
タ
ー
ト

参
加
対
象

中
学
男
子
・
高
校
生
・
一
般
男
子

距
　
　
離

12.2
㎞
　
７
区
間
　
10
時
45
分
ス
タ
ー

参
加
対
象

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
小
学
生
・
中
学
女

子
・
一
般
男
子
・
一
般
女
子

・
参

加

料

１
チ
ー
ム
　
５
０
０
０
円

・
応
募
方
法

１
月
30
日（
金
）ま
で
に
、
参
加
料
を
添

え
て
事
務
局
へ

◎
申
込
・
問
合
せ

陶
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
内

体
育
協
会
陶
支
部
事
務
局
　
1
６
５
‐
２
１
１
１

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
　
　
　
　
1
６
８
‐
０
７
４
７

12
月
31
日（
水
）

稲
荷
神
社
（
小
里
）

23
時
55
分
ス
タ
ー
ト
　
距
離
3.8
㎞

受
付

当
日
23
時
〜
23
時
40
分
　
会
場
に
て

12
月
31
日（
水
）

大
湫
公
民
館
前

23
時
50
分
ス
タ
ー
ト
　
距
離
２
㎞

受
付

当
日
会
場
に
て

１
月
１
日（
木
）

日
吉
神
社
（
宮
前
町
）

０
時
30
分
ス
タ
ー
ト
　
距
離
６
㎞

受
付

12
月
31
日（
水
）

23
時
30
分
〜
会
場
に
て

１
月
１
日（
木
）

釜
戸
公
民
館
前

10
時
ス
タ
ー
ト

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
部
　
距
離
1.9
㎞

ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部
　
　
距
離
3.1
㎞

受
付

当
日
９
時
20
分
〜
９
時
40
分
　
会
場
に
て

１
月
５
日
（
月
）

天
神
社
（
猿
爪
）

マ
ラ
ソ
ン
の
部

９
時
20
分
ス
タ
ー
ト
　
距
離
２
㎞

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
部

９
時
10
分
ス
タ
ー
ト
　
距
離
2.7
㎞

受
付

当
日
８
時
20
分
〜
８
時
50
分
　
会
場
に
て

瑞浪市役所　1 68-2111

中村航海
わたる

ちゃん（3歳）
上野町

松岡恭子
きょうこ

ちゃん（3歳）
稲津町

樽 上 児 童 セ ン タ ー

第
40
回
　
陶
一
周
駅
伝
参
加
チ
ー
ム
募
集

９
時
15
分
〜
受
付

陶
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
て

２
月
22
日（
日
）

◇
Ａ
コ
ー
ス

◇
Ｂ
コ
ー
ス

稲
津
町
越
年
マ
ラ
ソ
ン

大
湫
町
越
年
マ
ラ
ソ
ン

新
春
巡
拝
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

釜
戸
元
旦
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

陶
町
新
年
マ
ラ
ソ
ン
大
会



総合文化センター
市民図書館

市民体育館

化石博物館
陶磁資料館
市之瀬記念美術館
地球回廊
サイエンスワールド

文化会館

１日～５日,13日,14日,19日,26日

１日～４日,６日,13日,14日,20日,27日

１日～５日,13日,14日,19日,26日

１日～３日,８日,15日,22日,29日

生涯学習施設　１月の休館日

成
人
式
を
迎
え
る
み
な
さ
ん
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
輝
か
し
い
門
出
を
お
祝

い
す
る
た
め
、
各
地
区
か
ら
選
出
さ
れ

た
28
人
の
実
行
委
員
と
６
人
の
指
導
者

が
一
丸
と
な
り
、
心
に
残
る
成
人
式
作

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

周
り
の
人
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、
久
し
ぶ
り
に
揃
う
仲
間
同

士
、
成
人
し
た
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
て

大
い
に
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

就
職
や
進
学
等
で
転
出
し
、
現
在
瑞

浪
市
外
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
で
も

成
人
式
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
だ
、
案
内
状
が
届
い
て
い
な
い
方
は

至
急
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
日
時

平
成
16
年
１
月
11
日（
日
）

午
前
10
時
〜（
受
付
　
午
前
９
時
〜
）

・
会
場

瑞
浪
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

◎
問
合
せ

生
涯
学
習
課
（
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

1
６
８
‐
５
２
８
１

11
月
30
日
、
平
成
15
年
度
第
２
回
瑞

浪
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
が
開
催
さ

れ
、
今
年
度
青
少
年
育
成
小
集
会
活
動

モ
デ
ル
地
区
に
指
定
さ
れ
た
６
地
区
の

う
ち
３
地
区
が
実
践
活
動
報
告
を
し
ま

し
た
。

ま
た
、
今
年
度
の
主
張
大
会
で
最
優

秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
、
掘
友
希
さ
ん

（
瑞
小
６
年
）
と
遠
藤
麻
里
さ
ん
（
瑞

中
３
年
）
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
梨
ヶ
根
区
（
陶
町
）

少
子
化
と
不
況
で
、
梨
ヶ
根
区
の
子

ど
も
は
中
学
生
一
人
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
が
、「
梨
っ
子
も
、
他
地
区
の
子
ど

も
も
、
皆
陶
っ
子
」
と
い
う
気
持
ち
で

活
動
を
進
め
た
。

陶
子
連
の
追
跡
ハ
イ
ク
や
サ
ニ
ー
ヒ

ル
ズ
祭
な
ど
に
参
加
し
、
他
の
地
区
の

中
学
生
と
も
交
流
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
モ
デ
ル
地
区
の
活
動
を
通
し
て
区

内
の
結
束
が
強
ま
っ
た
と
い
う
大
き
な

成
果
が
あ
っ
た
。

◎
下
小
田
区
（
瑞
浪
地
区
）

人
口
の
増
加
で
住
民
同
士
の
繋
が
り

が
薄
れ
が
ち
な
今
日
、
地
域
の
行
事
を

充
実
さ
せ
区
民
の
交
流
を
深
め
な
が

ら
、青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
指
し
た
。

地
域
に
伝
わ
る
祭
り
へ
の
参
加
、
地

域
内
の
公
園
や
地
下
道
の
清
掃
等
で
、

子
ど
も
と
大
人
が
ふ
れ
あ
う
と
と
も

に
、
助
け
合
い
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。

行
事
に
参
加
し
て
い
る
小
・
中
学
生
の

顔
に
は
笑
み
が
あ
ふ
れ
、
一
生
懸
命
作

業
に
取
り
組
む
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
。

◎
南
上
野
区
（
瑞
浪
地
区
）

区
の
行
事
、
子
ど
も
会
の
行
事
を
通

し
て
、
区
民
の
心
の
繋
が
り
を
大
切
に

し
、「
ふ
れ
合
い
」、「
あ
い
さ
つ
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
区
民
全
員
で
子
ど
も
た

ち
の
育
成
を
目
指
し
た
。

38
年
間
続
く
地
下
道
の
清
掃
、
盆
踊

り
、
区
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
花
壇
つ
く

り
な
ど
の
行
事
を
行
っ
た
。
行
事
の
中

で
お
互
い
の
顔
を
覚
え
、
普
段
の
生
活

の
中
で
自
然
に
声
を
か
け
合
え
る
こ
と

の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。

今
後
、
区
民
が
さ
ら
に
積
極
的
に
参

加
で
き
る
よ
う
に
組
織
作
り
を
進
め
た

い
。

平成15年12月15日
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本
校
は
、
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
を

目
指
し
、
地
域
に
出
向
い
た
り
、
様
々

な
立
場
の
方
を
お
招
き
し
て
学
ん
だ
り

す
る
活
動
が
伝
統
的
に
位
置
付
い
て
い

ま
す
。
今
年
度
も
次
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
き
ま
し
た
。

２
年
生
の
職
場
体
験
学
習
で
は
、
地

域
の
職
場
で
仕
事
を
体
験
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
進
路
決
定
に
役
立
て
ま
す
。

２
年
生
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
交
流
会
で

は
、
市
内
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
の

方
々
の
指
導
を
受
け
、
実
際
に
対
戦
し

た
り
、
お
話
を
お
聞
き
し
た
り
し
て
、

ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
す
。

他
に
も
社
会
福
祉
協
議
会
の
ご
協
力

に
よ
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
と
実

習
」、
専
門
家
を
招
い
た
「
薬
物
乱
用

防
止
講
演
会
」、
チ
ェ
コ
の
ヴ
ィ
エ

ラ
・
エ
レ
ト
ヴ
ァ
さ
ん
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
コ
ン
サ
ー
ト
等
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。11

月
15
日
の
学
校
公
開
日（
参
観
日
）

に
は
、
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
奏
者
の
藤
掛

廣
幸
さ
ん
を
お
招
き
し
、
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
き
ま
し
た
。
重
厚
な
音
色
で
軽
快

に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
名
曲
の
数
々
を
親

子
で
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
有
意
義
な

時
間
と
な
り
ま
し
た
。
藤
掛
さ
ん
は
こ

の
日
の
た
め
に
、「
大
地
讃
頌
」
を
編

曲
し
、
事
前
に
Ｃ
Ｄ
を
送
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
当
日
は
そ
の
編
曲
、
生
伴

奏
で
３
年
生
の
学
年
合
唱
を
披
露
す
る

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
以
下
は
、
生
徒

の
感
想
の
一
部
で
す
。

『
今
日
は
最
後
の
参
観
日
で
し
た
。

芸
術
鑑
賞
会
の
藤
掛
さ
ん
の
演
奏
は
、

と
て
も
迫
力
が
あ
っ
て
、
楽
し
か
っ
た

で
す
。「
大
地
讃
頌
」
も
テ
ー
プ
じ
ゃ

な
く
て
、
生
で
合
わ
せ
る
と
と
て
も
迫

力
が
あ
り
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
い
一

日
で
し
た
』

今
後
も
、
有
意
義
な
活
動
を
継
続
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
３
年
の
春
、
陶
町
猿
爪
に
療
護

施
設
サ
ニ
ー
ヒ
ル
ズ
み
ず
な
み
が
開
園

し
ま
し
た
。
桜
咲
く
春
、
入
園
者
の
元

気
な
声
が
あ
た
り
を
活
気
づ
け
ま
し

た
。こ

の
頃
、「
魔
法
の
一
本
針
」
と
い

う
画
期
的
な
編
針
が
考
案
さ
れ
、
多
く

の
人
々
か
ら
重
宝
な
針
と
し
て
大
い
に

活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
園

の
編
物
好
き
な
方
た
ち
も
早
速
こ
の
針

を
使
っ
て
製
作
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
趣
味
の
グ
ル
ー
プ

で
、
サ
ニ
ー
ヒ
ル
ズ
祭
に
参
加
す
る
う

ち
に
入
園
者
と
つ
な
が
り
を
持
つ
よ
う

に
な
り
、
秋
に
は
園
で
「
手
編
み
教
室
」

を
開
設
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

園
で
の
活
動
の
折
々
に
、
入
園
者
の

方
々
の
一
心
不
乱
な
作
品
作
り
に
接
す

る
と
、
本
当
に
心
を
打
た
れ
ま
す
。
作

品
作
り
に
取
り
組
ま
れ
た
皆
さ
ん
の
汗

の
結
晶
が
素
晴
ら
し
い
作
品
を
数
多
く

完
成
さ
せ
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
の
努

力
が
、
み
ご
と
に
「
自
己
の
宝
」
と
な

っ
て
輝
き
を
放
ち
ま
し
た
。

サ
ニ
ー
ヒ
ル
ズ
を
退
園
し
て
老
人
ホ

ー
ム
に
行
っ
て
み
え
る
方
と
の
「
編
物

交
流
」
も
幅
広
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
老
人
ホ
ー
ム
の
方
々
が
元
気
で

あ
る
証
で
も
あ
り
喜
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
園
で
は
「
押
し
花
」
の
作
品

作
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ピ
ン

セ
ッ
ト
な
ど
を
使
う
細
か
い
作
業
で
す

が
、
入
園
者
の
皆
さ
ん
は
根
気
よ
く
て

い
ね
い
に
、
そ
し
て
自
分
の
考
え
を
少

し
で
も
作
品
に
生
か
そ
う
と
工
夫
を
凝

ら
し
て
製
作
さ
れ
ま
す
。
皆
の
思
い
を

込
め
た
「
押
し
花
額
」
を
共
同
制
作
し

て
掲
げ
よ
う
と
の
計
画
も
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
製
作
さ
れ
た
作
品
は
陶
町

文
化
祭
・
市
福
祉
祭
・
県
福
祉
展
等
に

出
展
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
入

園
者
の
方
々
と
力
を
あ
わ
せ
、
い
ろ
い

ろ
な
作
品
作
り
に
取
り
組
ん
で
行
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ

サ
ニ
ー
ヒ
ル
ズ

編
物
・
押
し
花
ク
ラ
ブ

代
表
　
西
尾
政
子

H15

瑞浪市役所　1 68-2111

▲　藤掛廣幸さんの演奏



平成15年12月15日

図
書
館
か
ら
遠
い
方
や
来
館
が
困
難

な
方
の
た
め
に
、「
こ
ま
ど
り
号
」
が

毎
月
二
十
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
巡
回
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
ご
利
用
者
が
な
い

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
検

討
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
薬
師
と
新
山

田
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
１
月
か
ら
廃
止

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

「
こ
ま
ど
り
号
」
で
は
、
利
用
さ
れ

る
み
な
さ
ん
の
ご
希
望
の
図
書
を
提
供

で
き
る
よ
う
、
リ
ク
エ
ス
ト
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。
電
話
一
本
で
、
読
み
た

い
本
を
予
約
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
巡
回

日
に
あ
な
た
の
最
寄
り
の
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
お
届
け
し
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

図
書
館
で
は
毎
年
一
度
大
切
な
蔵
書

の
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度

は
約
４
０
０
冊
の
本
が
不
明
に
な
っ
て

い
ま
す
。

中
に
は
購
入
不
可
能
な
図
書
も
あ
り

ま
す
。
返
す
こ
と
を
忘
れ
て
み
え
る
方

が
あ
り
ま
し
た
ら
図
書
館
か
夜
間
ポ
ス

ト
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

読
書
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
か
ら
長

い
月
日
が
い
つ
の
間
に
か
過
ぎ
て
い
き

ま
し
た
。
今
は
公
共
の
図
書
館
が
整
備

さ
れ
て
読
み
た
い
本
は
市
内
の
ど
こ
に

い
て
も
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
も
生
ま
れ
て
き
て
い
ま

す
。
一
昔
前
を
思
え
ば
隔
世
の
感
が
あ

り
ま
す
。
一
冊
の
本
か
ら
得
る
感
動
や

喜
び
も
昔
の
方
が
濃
か
っ
た
か
も
知
れ

な
い
と
近
頃
思
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

読
書
サ
ー
ク
ル
の
こ
れ
か
ら
は
多
様

な
あ
り
方
を
模
索
し
て
生
涯
読
書
の
立

場
で
そ
れ

ぞ
れ
の
サ

ー
ク
ル
が

活
動
で
き

る
こ
と
を

願
っ
て
い

ま
す
。み

ず
な
み
読
書
サ
ー
ク
ル
協
議
会

会
長
　
中
　
島
　
美
　
江

７
団
体
７
０
名
の
会
員
で
構
成
さ
れ

各
サ
ー
ク
ル
で
読
書
会
や
情
報
交
換
な

ど
読
書
を
通
し
て
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。
協
議
会
で
は
年
一
回
の
文
学
散
歩

や
図
書
館
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ステーション
小里
萩原
半原
鶴城
名滝

日吉コミュニティーセンター
月吉
大川
水上
旭町

サニーヒルズ
猿爪
棚田山
羽広
明賀台
白倉
細久手
深沢

巡回日

7日（水）

8日（木）

9日（金）

15日（木）

21日（水）

24日（土）

時 間
15：30～16：00
16：10～16：30
15：30～15：50
16：00～16：20
16：30～16：50
15：30～16：20
16：30～16：50
13：20～13：40
13：50～14：10
14：20～14：50
15：00～15：20
15：30～16：30
15：30～16：00
16：10～16：30
13：30～14：00
14：20～14：50
15：00～15：20
15：30～16：00

初
春
を
迎
え
、
年
の
始
ま
り
を
祝
っ

て
お
正
月
に
ち
な
ん
だ
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

な
お
、
来
年
の
干
支
「
申
」
や
お
正

月
に
関
係
す
る
手
作
り
作
品
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は

12
月
26
日（
金
）ま
で
に
図
書
館
へ
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

お
正
月
展

１
月
６
日（
火
）〜１

月
31
日（
土
）

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
廃
止

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
廃
止

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
廃
止

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
廃
止

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
廃
止

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
廃
止

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
廃
止

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
廃
止

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
廃
止

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
廃
止

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
廃
止

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
廃
止

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
廃
止

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
廃
止

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
廃
止

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
廃
止

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
廃
止

リ
ク
エ
ス
ト
制
度

リ
ク
エ
ス
ト
制
度

リ
ク
エ
ス
ト
制
度

リ
ク
エ
ス
ト
制
度

リ
ク
エ
ス
ト
制
度

リ
ク
エ
ス
ト
制
度

リ
ク
エ
ス
ト
制
度

リ
ク
エ
ス
ト
制
度

リ
ク
エ
ス
ト
制
度

リ
ク
エ
ス
ト
制
度

リ
ク
エ
ス
ト
制
度

リ
ク
エ
ス
ト
制
度

リ
ク
エ
ス
ト
制
度

リ
ク
エ
ス
ト
制
度

リ
ク
エ
ス
ト
制
度

リ
ク
エ
ス
ト
制
度

リ
ク
エ
ス
ト
制
度

不
明
本
を
探
し
て
い
ま
す

不
明
本
を
探
し
て
い
ま
す

不
明
本
を
探
し
て
い
ま
す

不
明
本
を
探
し
て
い
ま
す

不
明
本
を
探
し
て
い
ま
す

不
明
本
を
探
し
て
い
ま
す

不
明
本
を
探
し
て
い
ま
す

不
明
本
を
探
し
て
い
ま
す

不
明
本
を
探
し
て
い
ま
す

不
明
本
を
探
し
て
い
ま
す

不
明
本
を
探
し
て
い
ま
す

不
明
本
を
探
し
て
い
ま
す

不
明
本
を
探
し
て
い
ま
す

不
明
本
を
探
し
て
い
ま
す

不
明
本
を
探
し
て
い
ま
す

不
明
本
を
探
し
て
い
ま
す

不
明
本
を
探
し
て
い
ま
す

読
書
サ
ー
ク
ル
協
議
会
の
活
動

※明賀台は巡回日時が変更になりました。

12月２８日（日）～１月５日（月）まで 



11
月
23
日
、
第
21
回
東
濃
西
部
合
併
協
議
会
が
、
セ
ラ

ト
ピ
ア
土
岐
で
開
か
れ
、
協
定
項
目
の
う
ち
、
合
併
の
期

日
は
、
平
成
17
年
１
月
11
日
と
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

新
市
の
最
初
の
市
議
会
議
員
選
挙
で
選
出
さ
れ
る
議
員
の

定
数
に
つ
い
て
は
、
36
名（
法
律
で
定
め
ら
れ
た
上
限
定
数

は
38
名
）と
し
、
選
挙
区
に
つ
い
て
は
設
置
し
な
い
こ
と
で

合
意
さ
れ
ま
し
た
。

住
民
説
明
会
意
見
に
基
づ
く
合
併
協
定
項
目
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
事
業
に
一
部
追
加
を
加
え
る
な

ど
の
修
正
が
行
な
わ
れ
、
全
て
の
項
目
で
見
直
し
作
業
を

終
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
協
定
項
目
全
49
項
目
の

う
ち
、
新
市
の
名
称
を
除
い
て
、
全
て
の
協
議
が
整
い
ま

し
た
。

新
市
の
名
称
は
、
来
年
１
月
25
日
に
実
施
さ
れ
る
意
向

調
査
の
結
果
を
受
け
て
協
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
新
市
の
新
し
い
事
務
所
を
建
設
す
る
ま
で
の
間

は
、
既
存
の
庁
舎
を
利
用
し
た
機
能
分
担
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
瑞
浪
庁
舎
で
は
、
環
境
部
門
、
産
業

部
門
及
び
窓
口
部
門
を
分
担
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

合
併
の
期
日
に
つ
い
て

合
併
の
期
日
に
つ
い
て
は
、
第
４
回
協
議
会
で
「
目
標

と
し
て
平
成
17
年
１
月
」
と
決
定
さ
れ
、
日
に
ち
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
協
議
状
況
や
事
務
事
業
の
準
備
状
況
も
勘

案
し
な
が
ら
後
日
設
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

ほ
と
ん
ど
の
協
議
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
事
務
局
提
案
が

な
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
協
定
内
容
】

合
併
の
期
日
は
、
平
成
17
年
１
月
11
日
と
す
る
。

議
会
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い
に
つ
い
て

前
回
に
在
任
特
例
を
適
用
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、

今
回
は
、
議
員
定
数
小
委
員
会
で
の
議
員
定
数
を
36
人
と

す
る
協
議
結
果
が
委
員
長
か
ら
報
告
さ
れ
、
採
決
が
行
な

わ
れ
、
賛
成
多
数
で
小
委
員
会
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
協
定
内
容
（
全
文
）】

（
１
）
議
会
議
員
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に

関
す
る
法
律
（
以
下
「
合
併
特
例
法
」
と
い
う
。）

第
７
条
第
１
項
第
１
号
の
規
定
を
適
用
し
、
平
成
18

年
４
月
30
日
ま
で
引
き
続
き
新
市
の
議
会
の
議
員
と

し
て
在
任
す
る

（
２
）
合
併
特
例
法
第
７
条
第
１
項
第
１
号
の
規
定
適
用
後

の
議
員
定
数
は
、
36
人
と
し
、
選
挙
区
に
つ
い
て
は
、

設
置
し
な
い
。

住
民
説
明
会
で
出
さ
れ
た
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
協
定
項
目
に
つ
い
て
確
認
を
順
次
し
て
い
く

も
の
で
、
今
回
は
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
24
項
目
に
つ

い
て
確
認
が
行
な
わ
れ
、
学
校
教
育
事
業
の
協
定
内
容
に
、

障
害
児
の
教
育
に
つ
い
て
充
実
す
る
旨
を
盛
り
込
む
こ
と

を
決
め
た
ほ
か
、
従
前
の
合
意
事
項
の
と
お
り
と
す
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
定
項
目
で
は
、
項
目
ご
と
に
大
ま
か
な
調
整
方
針
を

決
め
て
い
る
た
め
、
具
体
的
に
ど
う
な
る
の
か
は
、
個
別

事
業
ご
と
に
事
務
サ
イ
ド
の
調
整
が
必
要
に
な
り
、
調
整

の
整
っ
た
事
業
ご
と
に
協
議
会
へ
報
告
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
、「
事
務
組
織
及
び
機
構
の
取
扱
い
」
と
「
新
市

の
事
務
所
の
位
置
」
の
協
定
内
容
に
基
づ
き
、
新
市
の
新

し
い
事
務
所
が
建
設
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
各
庁
舎
の
機
能

分
担
と
指
定
金
融
機
関
の
取
扱
い
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
所
の
機
能
分
担

【
共
通
し
て
設
置
す
る
も
の
】

窓
口
部
門
（
市
民
・
福
祉
・
教
育
・
建
設
・
上
下
水
な
ど
）

【
部
門
別
に
機
能
分
担
す
る
も
の
】

・
多
治
見
庁
舎（
本
庁
舎
）

総
務
・
企
画
・
議
会
・
会
計
・
福
祉
・
行
政
委
員
会

・
瑞
浪
庁
舎（
分
庁
舎
）

環
境
・
産
業

・
土
岐
庁
舎（
分
庁
舎
）

都
市
計
画
・
建
設
・
上
下
水
道

・
笠
原
庁
舎（
分
庁
舎
）

教
育

※
た
だ
し
、
議
会
議
員
の
在
任
特
例
期
間
中
、
議
会
は
現

多
治
見
市
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
に
置
か
れ
ま
す
。

県
と
の
事
前
協
議
で
の
指
摘
事
項
や
統
計
情
報
を
最
新

の
も
の
に
更
新
す
る
な
ど
の
修
正
を
加
え
る
こ
と
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
計
画
の
概
要
版
は
１
月
に
全
戸
配
布

さ
れ
る
予
定
で
す
。

１
月
25
日
に
執
行
さ
れ
る
、
投
票
形
式
に
よ
る
住
民
意

向
調
査
要
綱
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
失
権
者
に
つ
い
て
の

条
項
が
削
除
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
浪
の
合
併
を
考
え
る
会
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
意
向
調

査
に
関
す
る
質
問
状
に
対
す
る
回
答
案
が
協
議
さ
れ
、
原

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
22
回
合
併
協
議
会

・
日
　
時

12
月
26
日（
金
）
９
時
30
分
〜

・
場
　
所

セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
２
階
小
ホ
ー
ル

◎
問
合
せ

企
画
政
策
課
　
1
内
線
３
３
３

合
　
併
　
協
　
議
　
会

一
、
合
併
協
定
項
目
に
つ
い
て

三
、
合
併
協
定
項
目
に
基
づ
く
事
業
調
整
結
果
報
告

五
、
住
民
意
向
調
査
実
施
要
綱
の
改
正
に
つ
い
て

四
、
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
つ
い
て

六
、
公
開
質
問
状
の
回
答
案
に
つ
い
て

二
、
住
民
説
明
会
意
見
に
基
づ
く
合
併
協
定
項
目
の

見
直
し
に
つ
い
て

瑞浪市役所　1 68-2111

合
併
協
議
会
開
催
案
内



平成15年12月15日

新たに特別給付金が支給されます
◆平成５年４月１日から平成15年３月31日までの
間に夫が死亡したことにより、平成15年４月１
日において公務扶助料や遺族年金等を受ける権
利を有している妻の方に、新たに特別給付金が
支給されます。

◆平成８年に最終償還を終えた次の戦傷病者妻特
別給付金を受けていた方で、夫である戦傷病者
が平成５年４月１日から平成８年９月30日まで
の間に死亡したことにより、平成15年10月１日
において公務扶助料や遺族年金等を受ける権利
を有している妻の方に、新たに特別給付金が支
給されます。
・第十二回特別給付金国庫債券「い」号
・第六回特別給付金国庫債券　「ぬ」号
・第十五回特別給付金国庫債券「い」号

◆平成５年４月１日から平成15年３月31日までの
間に子又は孫が死亡したことにより、平成15年
４月１日において公務扶助料や遺族年金等を受
ける権利又は資格を有し、かつ、平成15年９月
30日までの間に氏を同じくする子も孫も有する
に至らなかった父母等の方に、新たに特別給付
金が支給されます。

○請求期限 平成18年10月２日まで
◎申込・問合せ 社会福祉課　1内線101

来る2005年に開催される愛・地球博に向け、万
博会場の隣接地である東濃地域の魅力を効果的に
ＰＲするため、EXPO2005東濃推進協議会では
「東濃かくれた見どころ（東濃20景）」「東濃ＰＲ
キャッチフレーズ」を募集します。
・応募要領 「東濃かくれた見どころベスト20」
「東濃ＰＲキャッチフレーズ」の別と、応募内
容・理由、及び住所・氏名・性別・年齢・職業
（学校名・学年）・連絡先（電話番号・Ｅメール
アドレス）を明記の上、はがきかインターネッ
トで申し込み下さい。

・募集期限 平成16年２月10日（火）当日消印有効
・賞　　品 ベスト20の応募の中から抽選で数組
とキャッチフレーズ最優秀作品１点に万博ペア
入場券及び万博関連グッズ（計１万円相当）。

◎申込・問合せ 〒507-8708多治見市上野町5-68-1
東濃地域振興局「東濃みどころ」募集係　
123-1111 内線207・208
http://www.pref.gifu.jp/s20507/expo/midokoro/

式典終了後、ＪＲ瑞浪駅を中心に市中パレード、
続いて総合文化センター前の土岐川沿いで、消防
の日頃の成果を披露する放水演技を行います。
みなさまのご声援、ご協力をお願いします。

◆年末夜警 12月28日（日）～30日（火）
午後９時～翌朝２時

有料道路の障害者割引制度が改正され、平成16
年１月20日よりＥＴＣノンストップ走行時の障害
者割引の利用が可能になります。（利用するには、
事前に社会福祉課にて手続きが必要です。）
その改正に伴い、（財）道路サービス機構等は、

障害者のＥＴＣ利用の促進を目的として、障害者
割引制度の適用を受けている方で、先着15万人を
対象に、車載器購入代金の一部（１人当り１万円）
を助成しています。
※既にＥＴＣ車載器をお持ちの方も対象となりま
す。

※先着15万人に達した時点で終了します。
詳しくは下記までお問い合わせください。

◎問合せ 社会福祉課　1内線104

・日　　時 １月24日（土）・25日（日）
・場　　所 中京短期大学　講義室
・講習科目
１日目　公衆栄養学、食品学、栄養学、生化学
２日目　臨床栄養学、給食管理、病理学、

解剖生理学
・受 講 料 各日5,000円
・申込期限 １月17日（土）必着
◎問合せ・申込 中京短期大学（土岐町2216）
担当：加藤・大木　168-4555 Fax68-4568

戦没者等の妻及び父母等の皆様へ

管理栄養士国家試験受験準備講習会

「東濃かくれた見どころベスト20」
「東濃ＰＲキャッチフレーズ」大募集!!

有料道路の障害者割引制度改正に伴う
ＥＴＣ車載器購入助成について

1月4日（日）
式　　　　典　９時～
市中パレード　10時30分～
放 水 演 技　11時30分～

東濃厚生病院 



瑞浪市役所　1 68-2111

健康だいすき 
ヘルスインフォメーション　保健センター　1６７－２７００ 

健診・相談名 実　施　日 受付時間 対　象　者 持　ち　物 

“健康標語”優秀作品発表 

Q乳幼児健診・相談・歯みがき教室 ＜場所＝保健センタ－　　料金＝無料＞ 

9時30分～ 
　　　　9時45分 

12時30分開始 

9時～11時 

1月  6日（火） 

1月  9日（金） 

1月16日（金） 

平成15年7月生まれ 

平成14年1月生まれ 

平成14年6月1日～ 
6月15日生まれ 

平成14年6月16日～ 
6月30日生まれ 

母子健康手帳 

母子健康手帳 
タオル・コップ 
※保護者の歯科検診も 
同時に行います 

母子健康手帳 
歯ブラシ・コップ 

　健康まつりで応募のあった132作品のうち、優秀作品
を紹介します。 
 
（瑞浪市健康づくり推進協議会で選定　敬称略） 
『元気よく　笑顔いっぱい　健康家族』 
　　　　　　　　　　　（稲津町　伊藤　道子） 
『運動で　体も心も　リフレッシュ』 
　　　　　　　　　　　（土岐町　有賀　貞子） 
『指先は　いつも動かし　ボケ防止』 
　　　　　　　　　　　（明世町　須藤みちよ） 
『朝ごはん　しっかり食べて　元気いっぱい』 
　　　　　　　　　　　（西小田町　山内　芳彦） 
『家族の健康　我が家の宝』 
　　　　　　　　　　　（北小田町　久米佐知子） 
『あいさつで　健康になるよ　心まで』 
　　　　　　　　　　　（土岐町　武井　美樹） 
『モリモリ野菜　テクテク散歩　サラサラ血液』 
　　　　　　　　　　　（明世町　須藤　友実） 
『健康は　つみあげていく　石垣だ』 
　　　　　　　　　　　（寺河戸町　勝野　昌代） 
『健康で　笑顔がいっぱい　我が家族』 
　　　　　　　　　　　（土岐町　後藤　美和） 
『親にもらったこの体　丈夫の二字が　親孝行』 
　　　　　　　　　　　（樽上町　中嶋　秀樹） 
 
　以上の作品は、来年度の「健康カレンダー」に掲載
します。ご応募ありがとうございました。 

老人性痴ほう症相談 

1月13日（火） ◆場所　保健センタ－ 
◆時間　13時～14時 

担　当　精神科医師（大湫病院） 
※電話予約が必要です。 
※秘密は厳守します。 

健康相談 

1月14日（水） 

◆場所　保健センタ－ 
◆時間　８時30分～11時 

★ 医師による健康相談　14時30分～15時 
★ 乳幼児相談　９時30分～11時 
★ 栄養相談　　９時～15時（電話予約が必要） 

がん検診（胃がん・大腸がん・肺がん） 

1月15日（木） 

保健センタ－ 

料　金　各500円 
対象者　40歳以上の希望者（定員50人） 
申込み　１月９日（金）までに電話等で保健センターへ 

神経芽細胞種検査機関お休みのお知らせ 

12月25日（木）～1月4日（日） 
　生後６カ月児の保護者の方で、神経芽細胞種検査の
尿を提出される場合は、次の期間は検査機関がお休み
になりますので、提出しないようご注意ください。 
　ただし、この検査はH15.10より中止となっています
ので、H15.６月生以降の方には、検査セットは配布し
てありません。 

SARS（重症急性呼吸器症候群）・ 
　　　インフルエンザ同時流行に備えて 
　SARSは、インフルエンザと症状がよく似ており、初
期の段階で見分けることは困難です。そこで、インフ
ルエンザと間違ってSARSの疑いがあると診断されるこ
とを減らすために、インフルエンザワクチンの接種を
お勧めします。 

SARS・インフルエンザの予防法は 
①帰宅時、食事の前には流水と石鹸で手を洗う 
②ウイルスの侵入を防ぐため、うがいをする。 
③せきやくしゃみをしている時や人混みに出かける時は、
マスクを使用する。 

④バランスのよい食事をとるように心がける 
⑤十分な睡眠や休養をとる 

6 ヵ 月 児 健 診  
および離乳食教室  

１歳６ヵ月児健康診査 
※健診終了後希望者に
歯みがき教室を実施し
ます 

1月13日（火） ２歳児はみがき教室 
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新 首 都  

「東京から東濃へ」 

2003年12月1日現在（カッコ内は前月比）人口＝42,414（＋32）世帯数＝14,089（＋37） 

休みの間は、市役所（宿・日直）で受け付けています。

12月26日（金）17時までに電話予約をすれば、休み
期間中に市役所日直（８時30分～17時）で受け取るこ
とができます。
なお、その他の証明は行いません。

・可燃ごみ 年末は12月30日（火）の地区まで収集
年始は１月５日（月）から収集　

・不燃ごみ 12月29日（月）の地区まで収集
・資源ごみ 12月29日（月）の地区まで収集

12月30日（火）16時まで持込み可
・可燃ごみ

クリーンセンター　168-6010
・資源ごみ
・不燃ごみ 不燃物埋立処分場　168-3029
※大きな物は小さく壊してから持ち込みください。

漏水、排水管のつまり等の修理は、最寄りの指定工
事店または市役所へ問合せください。
◎問合せ 市役所　168-2111（宿・日直）

・年末最終の引取日 12月22日（月）９時～11時
・年始最初の引取日 １月13日（火）９時～11時
※引取日以外は、犬・ネコの引取は一切行いません。
◎問合せ 東濃地域保健所　123-1111 内線357

・年末の作業は12月27日（土）まで行いますが、混雑が
予想されるため年末収集を希望される方は12月19
日（金）までにお申し込みください。

・年始の作業は１月５日（月）より行います。
◎問合せ （有）中部環境　167-0385

市役所の一般業務は12月26日（金）で終了し、年始は１月5日（月）から行います。

土岐市・瑞浪市休日急病診療所（159-2101）へ
日曜日や祝日に急病になられた時は、当診療所を

ご利用ください。

・所在地 土岐市駄知町
1272-5

・診療科目 内科・小児科
・診療時間 ９時～18時
（日曜・祝日に限ります）
・受付 17時30分まで
●年末年始の診療は、
12月31日（水）～１月４日（日）まで

●休みの日の急患で困った時は、
市救急医療情報センターへ 168-3799

休日診療・夜間在宅当番医院をお知らせします。

診療時間：９時～15時　※当日電話予約が必要
期　　日 在宅当番医院 電話番号

12月29日（月） ホワイト歯科・ 68－1066矯正医院
12月30日（火） 加 藤 歯 科 医 院 67－0648
12月31日（水） 土 屋 歯 科 医 院 68－8148
１月１日（木） 小 木 曽 歯 科 医 院 67－1788
１月２日（金） いとう歯科クリニック 65－4567
１月３日（土） 小 木 曽 歯 科 医 院 67－1788
１月４日（日） 藤 本 歯 科 医 院 67－3718

瑞 浪 市 役 所 12月27日（土）～１月４日（日）
ハ ー ト ピ ア 12月29日（月）～１月３日（土）
総合文化センター
市 民 図 書 館
自 然 ふ れ あ い 館
陶 磁 資 料 館 12月28日（日）～１月５日（月）化 石 博 物 館
市之瀬記念美術館
地 球 回 廊
サイエンスワールド
市 民 体 育 館 12月28日（日）～１月４日（日）
共 同 福 祉 施 設 12月28日（日）～１月５日（月）陶 文 化 プ ラ ザ
美 濃 焼 プ ラ ザ 12月30日（火）～１月２日（金）
斎 場 12月31日（水）、１月１日（木）

出生･死亡などの届出 休みの日の急病

年末年始の歯科休日救急診療

住民票の発行

ごみの収集

ごみの持ち込み

水道・下水道の緊急修繕

犬・ネコの引き取り

公共施設の年末年始のお休み

し尿汲み取り作業・受付

年年年年末末末末年年年年始始始始のののの業業業業務務務務ののののおおおお知知知知ららららせせせせ

｝




